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四
月
十
八
日
（
木
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
を
会
場
に
、
群
馬
中
小
企
業

家
同
友
会
「
第
五
二
回
定
時
総
会
」

を
開
催
。
延
べ
一
一
〇
名
を
超
え
る

参
加
者
が
集
ま
り
、
総
会
議
事
や
記

念
講
演
、
グ
ル
ー
プ
討
論
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
第
一
部
・
総
会
議
事
」
で
は
、

冒
頭
、
群
馬
県
産
業
経
済
部
・
高
橋

産
業
政
策
課
長
、
群
馬
県
産
業
支
援

機
構
・
大
久
保
理
事
長
よ
り
ご
祝
辞

を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
中
同
協
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
司
会
よ
り
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
去
る
十
三
日
に

永
眠
し
た
黒
岩
前
事
務
局
長
に
哀
悼

の
意
を
表
し
、黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

続
い
て
議
長
の
進
行
に
よ
り
議
案

審
議
し
、
新
年
度
の
活
動
方
針
や
役

員
、
予
算
な
ど
を
力
強
い
拍
手
で
承

認
。
代
表
理
事
に
は
田
村
氏
・
町
田

氏
の
二
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
仲
間
と

共
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
～
企
業
の
成

長
・
同
友
会
の
発
展
～
」
を
は
じ
め
、

重
点
方
針
、
部
門
別
方
針
に
つ
い
て

田
村
代
表
理
事
が
要
点
を
説
明
し
ま

し
た
。

　

議
案
審
議
終
了

後
に
行
わ
れ
た
表

彰
式
で
は
、
前
年

度
の
支
部
入
会
目

標
を
達
成
し
た
太

田
支
部
（
神
保
支

部
長
）
に
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
、
惜

し
み
な
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ

た
「
第
二
部
・
記

念
講
演
」
で
は
、

㈱
ハ
イ
デ
イ
日

高
、
代
表
取
締
役

会
長
・
神
田
正
氏

を
講
師
に
迎
え
、

「
お
客
様
と
地
域

に
愛
さ
れ
る
安
心

と
満
足
の
ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
し
て
～

五
坪
の
ラ
ー
メ
ン
店
か
ら
上
場
企
業

へ
～
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

創
業
か
ら
現
在
に
至
る
経
緯
を
振

り
返
る
な
か
で
、
時
代
の
潮
流
を
見

極
め
る
洞
察
力
や
、
そ
れ
を
実
現
し

て
き
た
行
動
力
・
ス
ピ
ー
ド
感
、
経

営
計
画
（
指
針
）
に
基
づ
く
顧
客
・

地
域
に
愛
さ
れ
、
社
員
を
大
切
に
す

る
企
業
づ
く
り
な
ど
、
神
田
氏
の
経

営
実
践
か
ら
学
び
ま
し
た
。（
講
演

要
旨
は
次
号
掲
載
予
定
）

　

講
演
後
の
「
第
三
部
・
交
流
会
（
会

員
交
流
の
集
い
）」
で
は
、
同
友
会

と
参
加
企
業
の
益
々
の
発
展
を
祈
念

し
て
高
ら
か
に
乾
杯
。
支
部
の
枠
を

越
え
て
時
間
の
許
す
限
り
交
流
を
深

め
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。

第 52 回 定 時 総 会

仲間と共にステップアップ仲間と共にステップアップ
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《
理　

事
》

代
表
理
事

　

田
村　

徳
良　

㈱
サ
ン
テ
ッ
ク
ス	

社　

長

代
表
理
事

　

町
田　

英
之　

㈱
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ	

社　

長

副
代
表
理
事

　

杉
﨑　

由
里　

㈱
エ
ス
テ
ィ
ビ
ー	

社　

長

副
代
表
理
事

　

阿
久
戸
洋
希　

㈱
ア
ミ
イ
ダ	

社　

長

副
代
表
理
事

　

吉
池　
　

睦　

川
上
機
工
㈱	
社　

長

経
営
労
働
委
員
長

　

小
板
橋
哲
也　

㈲
小
板
橋
産
業	
社　

長

共
育
委
員
長

　

山
﨑　

将
臣　

㈲
山
﨑
製
作
所	

社　

長

共
同
求
人
委
員
長

　

提
箸　

康
裕　

マ
ル
シ
ン
産
業
㈱	

社　

長

障
害
者
雇
用
委
員
長

　

石
原　

秀
樹　

㈱
ヒ
ル
ズ
伊
勢
崎	

社　

長

政
策
委
員
長

　

小
林　

光
義　

㈱
ア
ー
キ
ズ
ム
あ
す
か
設
計	

社　

長

研
究
集
会
実
行
委
員
長

　

小
柴　
　

淳　

コ
シ
バ
電
機
㈱	

社　

長

広
報
メ
デ
ィ
ア
戦
略
委
員
長

　

佐
藤　

孝
志　

サ
ラ
フ
ジ
㈱	

社　

長

青
年
部
会
長

　

高
屋
敷
奈
央　

N
's	Peducation	

代　

表

鶴
の
花
部
会
長

　

渡
辺
真
由
美　

N
icolulu	

代　

表

前
橋
支
部
長

　

小
池　

正
律　

中
央
キ
ャ
リ
ア
ネ
ッ
ト
㈱	

社　

長

高
崎
支
部
長

　

鈴
木　

智
統　
㈱
ｓ
ｋ
ｙ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ	

社　

長

伊
勢
崎
支
部
長

　

本
多　

宏
弥　

合
同
会
社
ユ
リ
ア	

代　

表

桐
生
支
部
長

　

周
藤　

亮
佑　

㈱
ハ
セ
イ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ	

専　

務

太
田
支
部
長

　

神
保　
　

豊　

㈲
神
保
商
会	

専　

務

沼
田
支
部
長

　

金
子　

崇
範　

㈲
月
夜
野
き
の
こ
園	

社　

長

渋
川
吾
妻
支
部
長

　

池
沢　

孝
介　

池
沢
自
動
車
整
備
工
場	

富
岡
安
中
支
部
長

　

佐
藤　

茂
樹　

㈱
山
一
製
作
所	

社　

長

高
崎
支
部

　

佐
藤　

浩
二　

関
東
興
業
㈱	

社　

長

　

瀧
澤　
　

啓　

㈱
成
電
工
業	

社　

長

　

茂
原　

慎
吾　

㈱
モ
ハ
ラ
テ
ク
ニ
カ	

常　

務

伊
勢
崎
支
部

　

小
林　
　

潤　

税
理
士
事
務
所
ｓ
ｋ
ｙ	

所　

長

　

榎
原　

栄
一　

㈲
ア
ー
バ
ン
ス
ペ
ー
ス	

社　

長

　

小
淵
豊
太
郎　

㈱
小
淵
警
備
保
障	

社　

長

　

根
岸　

拓
哉　

㈲
ビ
ク
ト
リ
ー	

社　

長

桐
生
支
部

　

徳
井　

勝
行　

ア
ラ
イ
商
会
㈱	
専　

務

　

齋
藤
由
起
子　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト	
代　

表

　

平
野　

正
敏　

㈲
平
野
商
店	

専　

務

　

岡
田　

隆
宏　

㈲
岡
田
電
気
設
備	

太
田
支
部

　

阿
久
戸
英
男　

㈱
ア
ミ
イ
ダ	

専　

務

　

橋
田　

康
宏　

㈲
橋
田
機
設	

社　

長

　

村
岡　

功
晃　

㈱
ム
ラ
オ
カ
鉄
工
所	

副
社
長

　

中
西　

聡
之　

㈱
サ
ン
エ
イ	

社　

長

沼
田
支
部

　

星
野　

高
章　

㈲
農
園　

星
ノ
環	

社　

長

　

山
口
長
士
郎　

工
舎　

澄
み
処	

　

吉
田　

典
明　

㈱
貫
光
農
園
は
る
な
山	

社　

長

　

桑
原　

裕
和　

㈲
果
実
庭	

社　

長

渋
川
吾
妻
支
部

　

金
井　

雄
吾　

	

ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
社
会
保
険
労
務
士
・

　
　
　
　
　
　
　

行
政
書
士
事
務
所	

所　

長

　

小
鮒　
　

博　

行
政
書
士
小
鮒
法
務
事
務
所	

所　

長

　

清
塚　
　

徹　

㈱
シ
ェ
リ
ー	

社　

長

富
岡
安
中
支
部

　

関
口　

貴
志　

㈲
マ
ル
ニ
精
機	

社　

長

《
相
談
役
》

　

山
岸　

良
一　

㈱
山
岸
製
作
所	

会　

長

　

澤
浦　

彰
治　

グ
リ
ン
リ
ー
フ
㈱	

社　

長

《
顧　

問
》

　

橋
本　
　

勝　

蔵
前
産
業
㈱	

会　

長

　

宮
崎　

精
一　

㈲
サ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド	

社　

長

　

古
郡　
　

登　

㈱
日
乃
出	

社　

長

《
監　

事
》

　

福
島
江
美
子　

福
島
会
計
事
務
所	

所　

長

　

山
口　
　

勝　

㈱
和
多
利
合
同
事
務
所	

社　

長

群
馬
中
小
企
業
家
同
友
会
　
二
〇
二
四
年
度
　
役
員
体
制



同 友 ぐ ん ま（3）2024年５月号 第507号

〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期

アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

　

群
馬
中
小
企
業
家
同
友
会
第

五
十
二
回
定
時
総
会
が
、
新
年
度
に

向
け
た
新
た
な
活
動
を
展
望
し
開
催

さ
れ
ま
す
こ
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、会
員
の
皆
様
に
は
、

厳
し
い
経
営
環
境
下
で
の
経
営
努
力

と
同
友
会
運
動
へ
の
ご
尽
力
に
心
よ

り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

長
引
く
国
際
情
勢
の
危
う
さ
に
加

え
、
日
本
経
済
の
長
期
停
滞
や
人
手

不
足
、
増
税
な
ど
厳
し
い
外
部
環
境

が
続
い
て
お
り
、
中
小
企
業
に
と
っ

て
は
正
念
場
が
続
く
こ
と
が
予
測
さ

れ
ま
す
。

　
「
厳
し
い
と
き
こ
そ
同
友
会
」
と

い
う
決
意
の
も
と
、
同
友
会
運
動
の

歴
史
の
中
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
教
訓

や
お
互
い
の
活
動
に
学
び
合
い
、
経

営
指
針
の
実
践
を
通
し
、
全
社
員
一

丸
の
強
じ
ん
な
企
業
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。雇
用
を
守
り
、

自
社
の
発
展
と
と
も
に
、
豊
か
な
地

域
社
会
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う

同
友
会
運
動
は
、
全
国
の
会
員
の
み

な
ら
ず
、
す
べ
て
の
中
小
企
業
家
へ

の
励
ま
し
と
な
っ
て
い
る
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
、
私
た
ち
は
多
様
な
同
友
会
運

動
を
有
機
的
に
展
開
す
る
こ
と
で
地

域
づ
く
り
と
企
業
づ
く
り
を
同
時
に

追
求
し
て
い
く
と
い
う
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
で
の
果
た
す
べ
き
使
命
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
域

振
興
・
日
本
経
済
の
担
い
手
と
し
て
、

新
た
な
時
代
を
切
り
拓
く
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
中
同
協
も

共
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で

す
。

　

結
び
に
、
群
馬
中
小
企
業
家
同
友

会
が
さ
ら
に
強
固
な
組
織
と
し
て
発

展
さ
れ
ま
す
こ
と
、
あ
わ
せ
て
会
員

皆
様
の
ご
尽
力
が
経
営
実
績
と
し
て

結
実
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念

申
し
上
げ
、
定
時
総
会
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
ま
す
。

	

二
〇
二
四
年
四
月
十
八
日

総
会
メ
ッ
セ
ー
ジ

総
会
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
　
　

中
小
企
業
家
同
友
会
全
国
協
議
会

�

会
長　

広
浜
　
泰
久

良
い
会
社
に
な
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

障
害
者
雇
用
委
員
会
／
富
岡
安
中
支
部
合
同
例
会

　

富
岡
安
中
支
部
で
は
、
三
月

二
十
九
日
（
金
）、
高
崎
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
支
部
例
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
同
支
部
で
は
、
支

部
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
図
る
一
環

と
し
て
、
同
友
会
の
「
人
を
生
か
す

経
営
」
に
関
連
す
る
委
員
会
と
合
同

で
例
会
を
企
画
・
設
営
し
て
お
り
、

今
回
は
「
障
害
者
雇
用
委
員
会
」
と

の
合
同
例
会
と
し
て
設
営
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
中
小
企
業
家

同
友
会
全
国
協
議
会
・
障

害
者
問
題
副
委
員
長
で
、

神
奈
川
同
友
会
副
代
表
理

事
を
務
め
る
、
ぜ
ん
ち
共

済
㈱
・
代
表
取
締
役
、
榎

本
重
秋
氏
を
報
告
者
に
迎

え
「
障
害
者
雇
用
は
良
い

会
社
に
な
る
た
め
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
」
と
題
し
て
、

同
社
設
立
か
ら
現
在
に
至

る
経
営
体
験
に
加
え
、
障

害
者
雇
用
の
実
例
や
そ
こ

に
か
け
る
想
い
、
専
門
委

員
会
で
の
様
々
な
活
動
な

ど
も
報
告
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「〝
知

ら
な
い
か
ら
見
え
る
壁
、
知
る
こ
と

で
な
く
な
る
壁
〟
と
い
う
考
え
方
は

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
重
要
」「
ま

さ
に
十
人
十
色
、
一
人
一
人
を
尊
重

す
る
こ
と
が
大
切
」「
知
る
事
へ
の

周
知
が
大
事
。
専
門
機
関
と
の
連
携

な
ど
で
き
る
事
は
た
く
さ
ん
あ
る
」

と
い
っ
た
感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
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会
人
の
心
構
え
」「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
」「
人

間
関
係
の
大
切
さ
」
な
ど
の
講
義
＆

グ
ル
ー
プ
討
論
の
ほ
か
、「
ブ
ロ
ッ

ク
ゲ
ー
ム
」
を
通
し
て
上
手
な
仕
事

の
進
め
方
を
実
践
的
に
学
び
ま
し

た
。

　

三
日
目
の
テ
ー
マ
は
「
こ
れ
か
ら

の
人
生
設
計
を
考
え
て
み
よ
う
」。

「
社
会
人
と
し
て
の
お
金
の
使
い
方
」

の
講
義
や
「
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
」
の

ワ
ー
ク
に
続
い
て
、
三
日
間
の
学
び

＆
決
意
表
明
を
研
修
生
全
員
が
発
表

し
ま
し
た
。

　

受
講
生
が
記
し
た
研
修
レ
ポ
ー
ト

＆
経
営
者
側
の
感
想
（
抜
粋
）
を
左

記
に
掲
載
し
ま
す
。

［
研
修
生
］

○	

社
会
人
に
必
要
な
マ
ナ
ー
や
心
構

え
な
ど
、
す
ぐ
に
仕
事
で
生
か
せ

る
内
容
が
学
べ
て
有
意
義
だ
っ

た
。

○	

経
営
者
や
先
輩
社
員
の
講
義
を
聞

き
、
失
敗
を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
た
く
さ
ん
経
験
を
積
め
る
よ

う
積
極
的
に
行
動
し
よ
う
と
思
っ

た
。

○	

柔
軟
な
考
え
を
持
つ
こ
と
の
大
切

さ
を
学
べ
た
。
仕
事
を
円
滑
に
進

め
る
こ
と
や
新
た
な
ア
イ
デ
ア
を

生
み
出
す
こ
と
に
生
か
し
て
い
き

た
い
。

○	

目
標
設
定
の
重
要
性
と
、
そ
れ
を

実
現
す
る
手
段
・
方
法
を
学
べ
た
。

漠
然
と
し
て
い
た
考
え
が
明
確
に

な
り
、
働
き
が
い
が
生
ま
れ
た
。

［
経
営
者
］

○	

新
入
社
員
と
感
想
を
伝
え
合
っ
た

り
、
グ
ル
ー
プ
討
論
の
内
容
を
報

告
し
合
っ
た
り
す
る
な
か
で
、
共

に
育
つ
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を

考
え
な
が
ら
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ

た
。

○	

新
入
社
員
が
思
っ
て
い
た
以
上
に

楽
し
く
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い

た
。
一
緒
に
参
加
し
た
メ
ン
タ
ー

社
員
に
と
っ
て
も
良
い
気
づ
き
と

学
び
が
あ
っ
た
。

○	

研
修
終
了
後
に
新
入
社
員
と
話
し

合
っ
た
が
、
十
分
な
学
び
を
得
て

い
る
と
感
じ
た
。
何
よ
り
も
社
員

が
充
実
感
と
達
成
感
を
得
て
い

た
。

新
社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩
！

新
社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩
！

２
０
2
４
新
入
社
員
研
修
会

　

四
月
二
日
（
火
）・

三
日
（
水
）・
四
日

（
木
）
の
三
日
間
、
群

馬
建
設
会
館
を
会
場
に

共
育
委
員
会
設
営
に
よ

る
「
二
〇
二
四
新
入
社

員
研
修
会
」
が
開
催
さ

れ
、
十
六
社
よ
り
四
〇

名
、
経
営
者
側
を
含
め

総
勢
約
八
〇
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
テ
ー
マ

は
「
社
会
人
と
し
て
の

自
覚
を
持
と
う
」。
研

修
の
目
的
確
認
や
ル
ー

ル
説
明
に
続
き
、「
働

き
が
い
と
成
長
」「
社

会
人
と
は
？
」
の
講
義

と
、
そ
の
後
の
グ
ル
ー

プ
討
論
、「
マ
ナ
ー
研

修
」
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

二
日
目
の
テ
ー
マ
は

「
働
く
こ
と
の
軸
を
考

え
て
み
よ
う
」。「
新
社
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無
料
で
使
え
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
講
座

社員の主体性を引き出す！

政
策
委
員
会
主
催
／
高
崎
支
部
３
月
例
会

前橋支部３月例会

　

三
月
二
十
二
日
（
金
）、
ビ
エ
ン

ト
高
崎
を
会
場
に
政
策
委
員
会
主
催

／
高
崎
支
部
三
月
例
会
と
し
て
「
無

料
で
使
え
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
講

座
」
を
開
催
。
経
済
産
業
省
地
域
経

済
産
業
グ
ル
ー
プ
協
力
、
群
馬
県
産

業
経
済
部
後
援
の
も
と
、
六
〇
名
を

超
え
る
参
加
者
が
デ
ー
タ
活
用
の
重

要
性
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
地
域
経
済

分
析
シ
ス
テ
ム
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
リ
ー

サ
ス
）
を
使
っ
て
自
社
を
取
り
巻
く

経
営
環
境
や
市
場
動
向
な
ど
を
分
析

し
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
中
小
企
業
の
経
営
戦

略
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
経
済
産
業

省
地
域
経
済
産
業
グ
ル
ー
プ
地
域
経

済
産
業
調
査
室
、
室
長
補
佐
・
田
中

幸
仁
氏
（
中
同
協
経
営
労
働
委
員
会

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）が
講
演
し
ま
し
た
。

田
中
氏
は
、
デ
ー
タ
が
経
営
判
断
に

多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
指
摘

し
た
上
で
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
経

営
の
基
本
や
必
要
な
デ
ー
タ
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
解
説
。
経
営
者
の

暗
黙
知
（
勘
・
コ
ツ
・
経
験
・
度
胸
）

を
補
う
ツ
ー
ル
と
し
て
、
経
営
環
境

の
的
確
な
把
握
や
経
営
戦
略
へ
の
活

用
法
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
実
践
講
座
で
は
「
Ｒ
Ｅ

Ｓ
Ａ
Ｓ
を
活
用
し
た
経
営
環
境
分
析

シ
ー
ト
の
作
成
」
と
題
し
、
同
省
Ｒ

Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
開
発
担
当
・
与
五
沢
浩
一

氏
が
登
壇
。
与
五
沢
氏
の
丁
寧
な
説

明
を
頼
り
に
、
参
加
者
は
持
参
の
パ

ソ
コ
ン
で
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
操
作
し
な

が
ら
、
配
布
の
「
経
営
環
境
分
析

シ
ー
ト
」
を
埋
め
て
い
き
ま
し
た
。

自
社
業
界
や
取
引
先
業
界
、
地
域
人

口
な
ど
の
動
向
を
デ
ー
タ
を
基
に
把

握
し
、
よ
り
精
度
の
高
い
経
営
判
断

が
可
能
と
な
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
デ
ー

タ
活
用
の
可
能
性
の
高
さ
を
感
じ
、

何
だ
か
ワ
ク
ワ
ク
し
た
」「
期
待
以

上
の
収
穫
が
あ
っ
た
。
自
社
に
戻
っ

て
様
々
な
視
点
で
情
報
収
集
を
行
い

た
い
」「
経
営
戦
略
へ
の
活
用
例
を

聞
き
、
自
社
で
も
活
用
す
る
イ
メ
ー

ジ
が
湧
い
た
」
な
ど
の
感
想
が
綴
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

政
策
委
員
会
で
は
、
デ
ー
タ
活
用

に
対
す
る
会
員
の
関
心
の
高
さ
、
今

回
の
講
座
の
好
評
を
受
け
て
「
応
用

編
」
の
開
催
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
改
め
て
ご

案
内
し
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
お
待

ち
く
だ
さ
い
！

　

前
橋
支
部
で
は
、
三
月
二
十
七
日

（
水
）、
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
前

橋
を
会
場
に
支
部
例
会
を
開
催
し
ま

し
た
。「
組
織
づ
く
り
」「
対
話
」「
自

身
の
課
題
整
理
術
」
と
、
組
織
か
ら

個
人
へ
と
視
点
を
変
え
な
が
ら
学
ん

で
き
た
、N

'sPeducation

・
高
屋

敷
奈
央
氏
が
講
師
を
務
め
る
人
材
育

成
シ
リ
ー
ズ
。
四
回
目
と
な
る
今
回

は
「
行
動
科
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
社

員
の
主
体
性
を
引
き
出
す
」
と
の

テ
ー
マ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
生
ま
れ
る
「
指
導
力
」
に
焦
点

を
当
て
ま
し
た
。

　

人
が
行
動
を
起
こ
す
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
紐
解
き
つ
つ
、
行
動
分
析
学
の
視

点
か
ら
、
行
動
パ
タ
ー
ン
に
合
わ
せ

た
具
体
的
な
指
示
の
出
し
方
な
ど
を

解
説
し
て
い
き
ま
し
た
。
一
つ
の
手

法
と
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
を
理
解
す
る

こ
と
で
、
明
日
か
ら
で
も
実
践
出
来

る
内
容
に
、
参
加
者
も
メ
モ
を
取
り

な
が
ら
ワ
ー
ク
で
手
ご
た
え
を
掴
ん

で
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
漠
然

と
し
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
ロ
ジ
カ
ル
に
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
た
」「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
意
識
し
て
い
き
た
い
」「
職
場

だ
け
に
限
ら
ず
、
社
会
生
活
全
般
で

有
効
な
手
法
を
学
べ
た
」
と
い
っ
た

感
想
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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応
援
し
た
く
な
る
社
長
の
条
件

経
営
課
題
別
グ
ル
ー
プ
討
論

渋
川
吾
妻
支
部
３
月
例
会

太
田
支
部
３
月
例
会

　

太
田
支
部
で
は
、
三
月
二
十
一
日

（
木
）、
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
お
お
た
を
会

場
に「
経
営
課
題
別
グ
ル
ー
プ
討
論
」

と
題
し
て
、
支
部
例
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
例
会
参
加
者
ア
ン

ケ
ー
ト
の
「
今
後
取
り
上
げ
て
も
ら

い
た
い
経
営
課
題
」の
結
果
か
ら「
販

売
先
開
拓
」「
経
営
理
念
」「
資
金
繰

り
」「
採
用
＆
定
着
」
の
四
つ
に
テ
ー

マ
を
絞
っ
て
グ
ル
ー
プ
を
設
定
し
、

各
グ
ル
ー
プ
で
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
課

弘
明
氏
を
講
師
に
招
い
て
「
応
援
し

た
く
な
る
社
長
の
条
件
」
を
テ
ー
マ

に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

群
馬
銀
行
に
て
融
資
・
経
営
支
援

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
歩
ん
で
き

た
自
身
の
経
験
か
ら
、
例
会
テ
ー
マ

に
あ
る
「
条
件
」
を
六
項
目
に
分
け

て
示
し
た
藤
井
氏
。数
値
管
理
力（
試

算
表
と
資
金
繰
表
は
必
須
）
を
は
じ

め
、
行
動
力
、
倫
理
観
、
リ
ス
ク
管

題
解
決
に
向
け
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

い
つ
も
よ
り
長
い
時
間
討
論
を
行

う
こ
と
で
、
よ
り
深
い
と
こ
ろ
ま
で

議
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
、
各

社
の
取
り
組
み
を
自
社
に
持
ち
帰
る

事
が
で
き
る
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
様
々

な
意
見
を
聞
く
こ
と
で
、
固
く
な
っ

た
考
え
方
が
柔
ら
か
く
な
っ
た
」「
生

い
こ
と
を
実
感
し
た
」
と
い
っ
た
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

私の第二創業物語
伊勢崎支部３月例会

　

三
月
十
九
日
（
火
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
を
会
場
に
「
伊
勢
崎
支
部
三

月
例
会
」
を
開
催
。
ウ
レ
タ
ン
加

工
・
各
種
組
立
の
㈲
ス
ワ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
代
表
取
締
役
・
諏
訪

康
彦
氏
（
伊
勢
崎
支
部
）
が
報
告
者

を
務
め
、「
私
の
第
二
創
業
物
語
～

自
社
と
地
域
の
未
来
づ
く
り
の
た
め

に
～
」
を
テ
ー
マ
に
自
身
の
経
営
体

験
を
語
り
ま
し
た
。

　

同
社
へ
入
社
後
、
業
績
不
振
を
理

由
に
日
雇
い
バ
イ
ト
を
す
る
状
況
に

対
し
、
支
部
会
員
か
ら
言
わ
れ
た

「
そ
れ
っ
て
ド
Ｍ
」「
打
つ
手
は
無
限
」

な
ど
の
言
葉
。
そ
の
言
葉
を
き
っ
か

け
に
奮
起
し
、
飛
び
込
み
営
業
や
Ｄ

М
、
Ｈ
Ｐ
制
作
や
設
備
投
資
な
ど
、

様
々
な
取
り
組
み
に
繋
げ
て
い
っ
た

諏
訪
氏
。
昨
春
の
社
長
就
任
以
降
も

自
社
と
地
域
の
未
来
づ
く
り
に
向
け

て
、
自
社
商
品
（
す
わ
り
ん
）
の
開

発
・
販
売
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
、
あ
る
い
は
今
後
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
自
社
の
永
続
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
や
め
る
こ

と
・
は
じ
め
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に

グ
ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。「
値
下
げ

し
な
い
。
そ
の
た
め
の
品
質
と
仕
事

を
追
求
す
る
」「
過
去
の
成
功
体
験

に
縛
ら
れ
な
い
」「
挑
戦
し
て
ダ
メ

な
ら
撤
退
。
中
小
企
業
は
身
軽
さ
が

大
事
」
な
ど
、
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

三
月
二
十	

八
日
（
木
）、

渋
川
市
中
央

公
民
館
を
会

場
に
「
渋
川

吾
妻
支
部
三

月
例
会
」
を

開
催
。
㈱
群

馬
銀
行
、
審

査
部
・
藤
井

理
力
、
人
心
掌
握
力
、
後
継
者
育
成

力
な
ど
の
各
項
目
を
順
を
追
っ
て
説

明
し
た
上
で
「
答
え
は
社
長
自
身
の

な
か
に
あ
る
。
一
歩
踏
み
出
す
勇

気
、
行
動
力
と
決
断
力
が
何
よ
り
も

大
切
」
と
参
加
者
に
投
げ
掛
け
ま
し

た
。

　

報
告
後
は
「
金
融
機
関
と
ど
う
付

き
合
う
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
討
論
を
実
施
。「
根
拠
と
な
る
数

字
・
デ
ー
タ
を
示
す
こ
と
が
信
頼
関

係
に
繋
が
る
」「
経
営
者
が
夢
を
語

り
続
け
る
こ
と
も
重
要
」「
複
数
の

金
融
機
関
と
付
き
合
う
」
な
ど
、
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

の
声
を
多

数
聞
け
て

参
考
に

な
っ
た
。

ま
た
開
催

し
て
ほ
し

い
」「
異

業
種
の
意

見
を
聞
く

中
で
変
化

は
感
じ
る

が
、
経
営

の
本
質
は

変
わ
ら
な
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あ
れ
か
ら
七
年

沼
田
支
部
３
月
例
会

　

沼
田
支
部
で
は
、
三
月
二
十
六
日

（
火
）、
利
根
沼
田
文
化
会
館
を
会
場

に
、
㈱
貫
光
農
園
は
る
な
山
・
代
表

取
締
役
、
吉
田
典
明
氏
が
「
あ
れ
か

ら
七
年
～
経
営
指
針
実
践
の
光
と
影

～
」
と
題
し
て
経
営
体
験
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　

吉
田
氏
が
前
回
報
告
を
行
っ
た

の
が
約
七
年
前
、
同
友
会

に
入
会
し
経
営
指
針
書
を

成
文
化
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ

で
し
た
。
そ
こ
か
ら
今
に

至
る
ま
で
に
、
異
業
種
参

入
な
ら
で
は
の
難
し
さ
や

日
本
人
社
員
の
採
用
と
定

着
、
設
備
投
資
に
販
路
開

拓
、
さ
ら
に
外
国
人
社
員

の
採
用
な
ど
経
営
課
題
の

数
々
と
そ
の
対
応
策
を
、

売
上
げ
の
推
移
と
合
わ
せ

て
紹
介
し
ま
し
た
。「
最

初
は
規
模
拡
大
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
だ
っ
た

が
、
結
果
的
に
品
目
と
契

約
栽
培
が
マ
ッ
チ
し
て
業

績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
「
異
業
種
参
入
を
目
指
す
経
営
者

に
ぜ
ひ
聞
い
て
も
ら
い
た
い
内
容

だ
っ
た
」「
規
模
拡
大
に
つ
い
て
は

そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
者
の
哲
学
が
現
れ

て
い
る
」「
契
約
栽
培
を
含
め
た
売

り
先
の
判
断
な
ど
、
自
社
の
適
正
規

模
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」
と
い
っ
た

感
想
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

相続と遺言
　　　　必要な準備とは

桐生支部３月例会

　

三
月
二
十
六
日
（
火
）、
桐
生
市

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
桐

生
支
部
三
月
例
会
」
を
開
催
。
木
村

綜
合
法
務
事
務
所
、
代
表
・
木
村
明

宣
氏
（
桐
生
支
部
）
が
「
こ
れ
か
ら

の
た
め
に
〝
い
ま
〟
で
き
る
こ
と
～

相
続
と
遺
言
！
先
が
見
え
な
い
時
代

に
必
要
な
準
備
と
は
～
」
を
テ
ー
マ

に
報
告
し
ま
し
た
。

　

超
高
齢
化
の
現
状
や
遺
産
分
割
協

議
に
ま
つ
わ
る
各
種
デ
ー
タ
、
さ
ら

に
自
身
が
携
わ
っ
た
相
続
ト
ラ
ブ
ル

を
紹
介
し
「
亡
く
な
っ
た
方
は
、
こ

の
よ
う
に
な
る
こ
と
を
望
ま
れ
て
い

た
の
か
」
と
問
い
掛
け
た
木
村
氏
。

そ
の
後
、
相
続
の
基
本
知
識
や
ト
ラ

ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
対
策
、
な
か
で

も
特
に
有
効
な
遺
言
書
作
成
に
つ
い

て
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。

　

報
告
の
合
間
に
適
宜
実
施
し
た
グ

ル
ー
プ
討
論
で
は
、
参
加
者
そ
れ
ぞ

れ
の
相
続
に
対
す
る
考
え
方
や
具
体

的
な
取
り
組
み
な
ど
を
交
流
し
、
有

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

例
会
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
事
前
準

備
が
大
事
。
身
近
な
人
に
も
伝
え
た

い
」「
遺
言
書
が
持
つ
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
で
き
た
」「
相

続
を
考
え
る
こ
と
は
、
自
分
の
生
き

方
を
見
つ
め
直
す
こ
と
に
も
つ
な
が

る
」
な
ど
の
感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
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同友会のホームページで
会員検索できます。

同友会のホームページで
会員検索できます。

『同友ぐんま（通常号）』

広告募集
＊掲載を希望される場合は、同友会事務局までご連絡を
　お願いいたします

群馬中小企業家同友会・事務局
TEL 027-232-0001　FAX 027-232-0666

［広 告 料］ 2万円（一口×6回掲載）
［スペース］ 縦44mm×横87mm（一口分）

【投資専門子会社が投資】
� しののめ信用金庫
� ㈱金谷興油
　しののめ信用金庫（理事長・横山慶一氏／富岡安中
支部所属）の投資専門子会社、しののめキャピタルは
25 日、同信用金庫とつくる事業承継ファンド「しのの
めサンライズファンド」を通じて、潤滑油やプレス油
の卸売りなどを手がける㈱金谷興油（代表取締役・金
谷晴好氏／太田支部所属）に投資したと発表した。金
額は非公表。	 ［３／ 26 付上毛］

【預金の相続手続き共通化】
� しののめ信用金庫
　群馬銀行は 26 日、高崎信用金庫や桐生信用金庫、し
ののめ信用金庫（理事長・横山慶一氏／富岡安中支部
所属）と預金などの相続手続きを共通化すると発表し
た。各金融機関で異なる書類や提出する確認書類を統
一し、顧客の利便性を向上させる。４月１日から実施
する。	 ［３／ 27 付日経］

【CO2 排出ゼロの鉄骨を採用】
� 中央カレッジグループ
　総合建設事業や鉄骨製造を手がける冬木工業、中央
カレッジグループ（代表理事長・中島利郎氏／前橋支
部所属）、日本製鉄は 29 日、同グループの高崎校３号
館（高崎市栄町）の建て替え工事に、製造工程で二酸
化炭素（CO2）の排出量をゼロとみなす鉄骨資材を県内
で初めて採用したと発表した。	 ［３／ 30 付上毛］

【小学生　食や農業に関心】
� 中央カレッジグループ
　中央カレッジグループ（代表理事長・中島利郎氏／
前橋支部所属）は春休みの小学生の学びをサポートし
ようと５日まで、高崎市の中央情報大学校で学童教室
を開いている。29 日は農業に関する座学やおにぎり作
りをし、参加した児童 22 人が食への関心を深めた。
　同グループの中央農業大学校（前橋市）が主導し、
米づくりに関する座学の後、学生が環境に配慮して育
てた米を使い、児童はおにぎり３種類を作って味わっ
た。	 ［３／ 30 付上毛］

【「就職に強い」短大ＰＲ】
� 共愛学園前橋国際大学
� 新島学園短期大学
　短大の魅力を伝える「ぐんま短大フェア」が 31 日、
高崎市の育英短大で開かれた。県内の六つの短大が体
験授業や個別相談を通じて、参加した約 50 人の高校生
と保護者にアピールした。
　少子化や４年制大学の人気の高まりを背景に短大進
学者は減少傾向にある。県外の短大に流出する生徒を

減らし短大進学希望者を掘り起こそうと、新島学園短
期大学（学長・岩田雅明氏／高崎支部所属）、育英短大
と桐生大、共愛学園前橋国際大学（学長・大森昭生氏
／前橋支部所属）、群馬医療福祉大、高崎商科大の各短
期大学部が実行委員会を組織し、体験型イベントとし
て初めて企画した。
　冒頭、主催者を代表して、新島学園短大の岩田雅明
学長が「社会生活に役立つ知識が身に付き、資格をた
くさん取れて、就職に強い。短大を知り、魅力を感じ
てほしい」とあいさつした。	 ［４／１付上毛］

【子ども食堂にチキン】
� ㈱チヨダコーポレーション
　県内でケンタッキー・フライドチキン（KFC）22 店
舗をフランチャイズ運営する㈱チヨダコーポレーショ
ン（代表取締役・清水和夫氏／前橋支部所属）は、閉
店時に残る調理済みのチキンを冷凍し、子ども食堂に
食材として提供する取り組みを始めた。６日に県内で
初めて、玉村町で子ども食堂を運営するNPO法人おた
がいさまに提供し、参加者がサンドイッチにして味わっ
た。
　KFC のチキンを子ども食堂に提供する取り組みは
2019 年に横浜市で始まり、これまでに栃木県など 10 県
で実施されている。同日は伊勢崎店が提供した冷凍チ
キンを、骨を外して加熱調理。チキンサンドに加え、
骨からだしを取ったスープなどが完成した。
	 ［４／７付上毛］

【100周年向けスローガンを決定】
� しののめ信用金庫
　来年６月 25 日に創立 100 周年を迎えるしののめ信用
金庫（理事長・横山慶一氏／富岡安中支部所属）は９
日までに、2025 年 12 月まで周年事業を実施することを
発表した。地域への感謝の思いや、地域とともに歩む
姿勢を広く発信する。
　100 周年のスローガンを昨年 11 月 16 日～ 12 月６日
に職員から募った。129 人から 164 作品の応募があり、
「地域に、まっすぐな愛を。」に決めた。ロゴマークは、
高崎市内のデザイナーに依頼し作製した。さまざまな
媒体で活用していく。	 ［４／ 10 付上毛］

【台湾地震支援で学内募金】
� 共愛学園前橋国際大学
　台湾東部地震を受けて、３月に現地で研修した共愛
学園前橋国際大学（学長・大森昭生氏／前橋支部所属）
の学生有志が９日、前橋市小屋原町の学内で募金活動
をした。研修を通じて触れた現地学生の人柄や育んだ
友情により、現地のために「支援できないか」と発生
翌日に募金活動の実施を決めた。	 ［４／ 10 付上毛］

【代表取締役社長就任】
　㈲笠原産業、専務取締役・笠原克也氏（沼田支部所属）
は、この度、「代表取締役」に就任しました。
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新 会 員 ご 紹 介 会員名簿追加録（順不同・敬称略）
企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

４月度常任理事会承認

高
崎
支
部

高
崎
支
部

高
崎
支
部

高
崎
支
部

伊
勢
崎
支
部

富
岡
安
中
支
部

〒370-3103　高崎市箕郷町下芝658 〒370-0883　高崎市剣崎町355-9

〒371-0847　前橋市大友町1-7-3 〒379-2116　前橋市今井町901-1

〒372-0034　伊勢崎市茂呂町2-3540-5

　「お客様に喜んでもらうこと」を一番大
切に、電気工事業を営んでおります。昨年
新規事業としてカフェをオープン。今後他
の事業も展開予定。会員の皆さんと一緒に
良い経営について学んでいくことを楽しみ
にしています。

　人材採用に関わる企画とデザインツー
ル制作を行なっています。計画立案や進行
オペレーション設計、会社特有の魅力を表
現するＰＲ手法（パンフレット、Web、動画
など）の提案を通じて「採用力強化」をサ
ポートします。

　https://cosmopolitan.love/　ご参照下
さい！私の残りの人生をかけたミッション
は世界を繋ぐことです。入会のきっかけは
議論、討論を積極的に参加したい為です。
以後、お見知りおき下さい。

　子どもの「生きる力」を育む食育教室で
す。お料理や食育体験を通して主にコミュ
ニケーション能力、段取り力、自己肯定感
を高め、最終的にはこの体験を大人になっ
た時の人生に活かしてもらうことを目指し
ています。

　群馬中小企業家同友会に入会させていただく
ことになりました、村田崇幸です。昨年10月より
伊勢崎市で計測機器の販売・修理・メンテナス
等をさせていただいております。群馬中小企業家
同友会で勉強させていただき、頑張っていこうと
考えておりますので、宜しくお願い致します。

　全国でピアニスト・音楽療法士・音楽療育士
として、コンサート活動や音楽を使っての認知
療法、講師もしております。式典やパーティー等
での演奏もしております。新しい音楽の形での
事業所の開業に向けてしっかりと学ばせていた
だきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

ＴＥＬ：027−386−5103
ＦＡＸ：027−386−5104

ＴＥＬ：090−6495−8713

ＴＥＬ：050−3705−0454 ＴＥＬ：080−5477−2664
ＦＡＸ：027−268−4774

ＴＥＬ：0270−25−6294
ＦＡＸ：0270−25−6294

ＴＥＬ：080−6029−0918

鉄骨、鉄筋コンクリート建築および一般住宅の電気設備の設計、施工、管理、高圧受変電設備等 人材採用プランニング企画、デザインツール制作

外国人スタッフあっせん紹介、外国人のことならなんでも、海外ビジネス、美容事業 子ども向けの食育お料理教室

計測機器販売、メンテナンス 音楽関連（ピアニスト、音楽療法士、音楽療育士）演奏家派遣、指導

【紹介者／南都隆道】 【紹介者／本間恭介】

【紹介者／藤本（広島同友会）】 【紹介者／朝岡伸江】

【紹介者／増田晋一】 【紹介者／石井秀樹】

お酒を飲むこと カメラ、キャンプ、車、DIY、料理、ピアノ

旅、出会い、議論、哲学、英会話 熱気球、旅行

旅行、読書、茶道

㈲勝山電気工事 合同会社キュー・プロジェクト

COSMOPOLITAN㈱（コスモポリタン） ことことクッキング

㈱群馬商会 MPPミュージックパワープロジェクト

取締役
宮　島　　　茜

H４年生

代　表
山　本　圭　一

S47年生

代表取締役会長
有　賀　稔　幸

S53年生

主　宰
小　崎　ますみ

S35年生

代表取締役
村　田　崇　幸

S55年生

代　表
石　井　り　え

S44年生

優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社
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第12回
日
時　

四
月
九
日
（
火
）

※	

今
回
も
同
友
会
事
務
所
と
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
田
村
、
町
田
、
杉

﨑
、阿
久
戸
、吉
池
、理
事
／
小
板
橋
、

山
﨑
、小
林
、佐
藤
、高
屋
敷
、小
池
、

鈴
木
、
周
藤
、
神
保
、
金
子
、
池
沢
、

佐
藤
、
茂
原
、
齋
藤
、
中
西
、
関
口
、

石
原
、事
務
局
／
阿
久
澤
、竹
内
（
役

員
計
二
十
二
名
）

【
議　

事
】

　

阿
久
戸
副
代
表
理
事
が
議
長
を
つ

と
め
、田
村
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
、

第
十
二
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

　

各
組
織
担
当
者
よ
り
、
活
動
報
告

や
今
後
の
計
画
、
依
頼
事
項
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

２
．
そ
の
他

①
第
五
十
四
回
中
小
企
業
問
題
全
国

研
究
集
会
（
三
重
）
の
参
加
報
告
が

参
加
者
二
名
（
佐
藤
氏
・
石
原
氏
）

よ
り
あ
り
ま
し
た
。

②
中
同
協
第
四
回
幹
事
会
の
参
加
報

告
が
町
田
代
表
理
事
よ
り
あ
り
ま
し

た
。

③
も
の
つ
く
り
大
学
と
の
連
携
協
定

（
締
結
式
）
の
報
告
が
田
村
代
表
理

事
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
理
事
会
へ
の
提
案

　

佐
藤
富
岡
安
中
支
部
長
よ
り
、
代

表
理
事
・
委
員
長
・
部
会
長
の
選
任

に
お
い
て
「
各
支
部
よ
り
バ
ラ
ン
ス

よ
く
選
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と

の
提
案
が
あ
り
、
今
後
の
検
討
課
題

と
し
て
い
く
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま

し
た
。

２
．
二
〇
二
三
年
度
収
支
報
告
案
の

承
認
に
つ
い
て

　

二
〇
二
三
年
度
の
収
支
報
告
案
に

つ
い
て
、
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

３
．
二
〇
二
四
年
度
予
算
案
の
審
議

承
認
に
つ
い
て

　

二
〇
二
四
年
度
の
予
算
案
に
つ
い

て
審
議
し
、こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

４
．
定
時
総
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

役
割
分
担
に
つ
い
て

　

総
会
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

と
合
わ
せ
て
役
割
分
担
を
決
定
し
ま

し
た
。

５
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

推
進
に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
六

名
、
退
会
者
四
名
を
承
認
。
会
員
数

は
五
三
三
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
年
度
支
部
入
会
目
標
の

検
討
が
各
支
部
に
依
頼
さ
れ
ま
し

た
。

６
．
役
員
研
修
交
流
会
の
開
催
に
つ

い
て

　

総
務
会
よ
り「
役
員
研
修
交
流
会
」

を
八
月
六
日
（
火
）
に
計
画
中
で
あ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
合
わ
せ
て
理

事
・
各
支
部
運
営
委
員
へ
の
参
加
依

頼
が
あ
り
ま
し
た
。

Ⅲ
．
意
見
交
換
・
そ
の
他

１
．
意
見
交
換

　

新
年
度
の
会
員
増
強
を
推
進
す
る

に
あ
た
っ
て
、
以
前
の
理
事
会
で
も

話
し
合
わ
れ
た
「
同
友
会
の
魅
力
の

言
語
化
」
に
つ
い
て
改
め
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

２
．
第
一
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開
催

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
議
長
は
杉

﨑
副
代
表
理
事
が
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

■
日
時
／
五
月
七
日
（
火
）

　

■
会
場
／
同
友
会
事
務
所

　
　
　
　
　

＋
ウ
ェ
ブ
（
併
用
）

　

四
月
八
日（
月
）、
も
の
つ
く
り
大
学

と
群
馬
中
小
企
業
家
同
友
会
・
埼
玉

中
小
企
業
家
同
友
会
と
の
連
携
協
定

締
結
式
が
同
大
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
連
携
協
定
は
、
会
員
企
業
や
教

職
員
・
学
生
の
も
の
づ
く
り
、
そ
れ

を
支
え
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
情
報
整

備
な
ど
へ
の
理
解
を
深
め
、
支
援
す

る
こ
と
に
よ
り
、
未
来
の
人
材
育
成

を
共
に
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
技

術
指
導
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、キ
ャ

リ
ア
支
援
な
ど
を
含
む
も
の
で
す
。

　

締
結
式
終
了
後
に
は
、
國
分
学
長

を
は
じ
め
と
す
る
同
大
教
員
の
皆
様

と
今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
や
人

材
育
成
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

��

黒
岩
前
事
務
局
長
が
逝
去

　

か
ね
て
よ
り
病
気
療
養
中
で
あ
っ
た

群
馬
中
小
企
業
家
同
友
会
、
前
事
務

局
長
・
黒
岩
満
氏
が
、
四
月
十
三
日
に

永
眠
い
た
し
ま
し
た
。
享
年
六
〇
歳
。

　

一
九
八
六
年
に
群
馬
同
友
会
事
務

局
へ
入
局
、
一
九
九
九
年
よ
り
事
務

局
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
年
半
に
及
ぶ
闘
病
を
続
け
、
一

月
末
に
は
退
職
と
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
も
「
公
認
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と

し
て
引
き
続
き
群
馬
同
友
会
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
前
の
ご
功
績
を
偲
び
、
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

訃
　
報

も
の
つ
く
り
大
学
と

も
の
つ
く
り
大
学
と

��

連
携
協
定
を
締
結

連
携
協
定
を
締
結


